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　今年度も皆さんのご協力により、学習指導資料「十勝の子どもの学力」がまと
まりましたのでお届けします。
　この資料は、昭和 26 年６月に十勝教育研究所が設立されて以来毎年発行し、
今回で第 74 号となりました。データ分析は、標準学力調査結果を中心に行って
おります。
　さて、この資料は、十勝の子どもの学力水準を継続的に把握・分析する資料と
して提供させていただいております。併せて、国語科、社会科、算数・数学科、
理科、外国語科の各教科における学習指導資料としての提供も主な目的としてお
ります。観点別の到達状況の細部を分析・考察することにより、十勝の子どもの
学力の傾向を捉え、各学校における学習指導や教育課程を改善・充実するための
基礎的な資料として活用していただくことを願っております。
　最後に、資料提供にお力添えをいただきました各学校・教育委員会、そして資
料の分析・考察や指導資料の作成にご協力を賜りました十勝の子どもの学力研究
協力員の皆様に厚くお礼を申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和７年７月

十勝教育研究所　所長　横　山　利　幸
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